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祝 自然科学部生物分野
獣医大学・大学生が運営する高校生発表企画

ザ・サイエンスファーム2022

特別賞 受賞！

図１自然科学部生物分野のザ・サイエンスファーム2022の発表者

8月6日（土）に、酪農学
園大学主催の高校生の
ための学会参加企画で
ある 「ザ ・ サ イエ ン ス
ファーム2022」で、本校
自然科学部生物分野の
８

北陵祭でのＳＳＨ課題研究発表

図2文化祭でのポスター発表

場には、１年生や３年生の
理数科だけでなく、普通
科の３年生も多く訪れて
いました。コメントシートを
今後の研究の改善に生
かしたいです。

9月16日(金)の本校文
化祭である北陵祭では、
自然科学部物理分野に
よる口頭発表と、理数科
２年のポスター発表会を
行いました。ポスター会
場

８名がオンラインで発表
しました。
全国から集まった高校
生の32演題の発表が行
われました。自然科学部
生物分野は、「ヤマトシジ
ミ

ミの食草の違いによる産
卵と摂食について」を
テーマに発表をし、上位３
題が選出される「ミルク
産業特別賞」を受賞しま
した。
講評では「在来種の生
物が外来種の食物を摂
食すると、どの様になるの
かという非常に秀逸な視
点の研究でした。」、「在
来種と外来種が混在する
実情の中、生態系の維持
のために大変貴重な情
報を提供している。」等の
コメントがありました。
今回の学びを次の研究
へと繋げていきたいです。
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課題研究指導における
選択型ＳＳＨ職員研修の実施

8月25日のSSH職員
研修では、課題研究に関
して初めてとなる「選択
研修」を実施しました。
課題研究の意義や分科
会の概要を確認した後、
より学びたい研修を選択
できるようにしました。
学びの個別最適化を職
員研修で実現することを
意図しています。
今回は、「科学英語で
のプレゼンテーション」、
「KUMAKITA TS法（テ

ーマ設定法）」、「文系に
おける探究活動の特徴」、
「課題研究における統計
処理の技法」の４つの分
科会を実施しました。
アンケートの結果、参加
者全員が研修の有用感
を感じていました。また、
選択研修の形態に関す
る調査では、83％が肯
定的に捉えており、13%
が他の講座も受けたい、
4％が全体研修が良いと
答えていました。ワードク
ラ

ラウドでも、「学びやす
い」という言葉が目立ち
ました。また研修後も、他
講座の受講者間での交
流が起こっていました。
選択研修が良いと答え
なかったグループは、他の
講座も気になり、動画で
のフォローでは不十分と
いう回答でした。
同内容の研修を実施し
たり、分科会間の交流の
時間を設けたりする等の
工夫をしていきたいです。

図４ 選択研修の選択者数の割合

図５ 選択研修はどうだったか？ワードクラウドによる質的分析及び量的分析

図３ 研修スライドより抜粋


